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1まえがき

　精薄児の治舞教育や学習指導については，先にわれわ

れめ研究においても多年研究を重ねてお 勢，そこでは主

として適応性の調整や集団指導等で効果を上げていた。

これに対しさらに坤的機能を峰接強化訓練する方法を試

みようとした。このた～うには知的機能の訓練に絶えられ

るレディネスができ七いることが必要であるので主とし

て工Q70以上の遅れた子供逮を対象とすることとした。

　すなわち指導者と一定の時間，指導に応じた知的活動

が可能な子供を選び，その子供の能力に即した個別指導

を行う。すなわち1日の指導の中では，その幼児渉どう

φら解決できる程度の課題を出し，なお劣等感を植えっ

けないため最後には成功感を充分満足させる形で個別指

導を行うこととした。

2　研究目的

　教養相談室の幼児の相談ケースの中で，鈴木ビネーテ

ストまたは乳幼児検査で測定してI　QまたはDQが70～

90前後の結果が得られた場合，中には情緒的に問題があ

って知的能力に影響を与えている場合や，今までの環境

で刺激が著しく少かったり，急激な環塊の変化への不適

応のために，検査では奥の能力を測定しきれなくて境界

線上の能力を有するという結果が現れた場合等も含まれ

ていると考えられる。それらの能力を示す子供達がどの

ような原因理由を併せ持って，現在の状態であるのかは

1回の検査観察では明らかにすることが出来ないことも

あるが，著しく情緒的に問題がある場合はまず情緒的な

問題を解決することが重要なので心理治療が必要であ

るo

　その他の幼児では，母親が何らかの教育的心理的配慮

を希望している場合や，幼稚園の先生から「他児と比べ

て何だか遅れがちであ多」≧注意を受けている場合があ

るが，指導方法が開発されていない。幼稚園ですでに他

児と引き離されてしまっては，就学後のことが不安とな

るのは当然だと考えられる。そのまま放置したのでは就

学に十分な成熟に至らないまま入学ということにな否た

め，少しでも就学前にその差を縮めておくこと炉望まし

いo

　以上のようなことを考え合せて，すでに優秀児に対し

ては様々にその能力の開発訓練が効果のあることは研究

されているが，境界線上の幼児および知恵遅れの幼児に

対してはどのような指導方法および訓練が有効であるの

かということを明らかにしていきたい，というのがこの

硯究の目的である。

3研究対象

　教養相談室のケースの中で，鈴木ビネーテストおよび

乳幼児検査でI　QまたはDQが＄0～90位と考えられる幼

児で，幼稚園の年中組あるいは年長組に通っている者，

もしくはその年齢に相当する者。

　47年1月か ら49年2月までの被訓練者は約30名ほどで

あった。

4・研究方法

　1対1の個人指導としな。 幼児は母親と離れて1人で

訓練を受けた。時間は1回が1時間半で，週に手回，月

4回とした。また8月は夏休みとした。

　またこれらの対象幼児は普通幼稚園へ通っており・研

究の性質上も幼稚園での適応や活動の向上を大切にした

いため・幼稚園の時問外に訓練を行うこととした。

　訓練開始時に新たに錦木ビネーテストあるいは乳幼児

検査と知能判定検査を行？た。また他の種類の知能検査

を行った揚合もある。こ恥は訓練終了時に再検査を行レ｝

比較した。

　指導は萩原・傘田が行い，個人指導の悲め，各動児に

適したカリキュラムや方法，接し方を考慮しながら行っ

た。

訓練内容
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　J・P・Guilfordの120の知能因子の中から幼児に学習

可能な因子を選択しその因子を中心に訓練計画をたて，

特に基礎的な認知の訓練を主に行い，記憶や拡敵思考の

領域は少しずつ加えていくという方針とした。またすで

に研究されている優秀児や普通児・精薄児等の知的訓練

に開する文献を参考とした。特にマリア・モンテッソリ

女史の知覚学習やアメリカのヘッドスタートのプログラ

ムまた脳障害児に対ナる特殊教育の方法や訓練内容を参

考とした。

　教材は，市販玩具を利用したり，文献を参考に製作し

た◇

　被訓練児の中で，知能検査の結果言語性能力が動作性

能力よりも劣っており，話しをしてみるとどうも要領を

得ない。という幼児は少くなかった。そういった揚合に

は言語の領域の訓練を重要なカリキュラムと考えた。物

の名前を知る，用途を考え説明する，日常の出来事を話

す等を多・く取りいれた。また反対に動作性能力が劣って

いて言語障害があったり観察してみると．手先の不羅用さ

や，体の動かし方のぎこちなさが目立ったり落ち蒲きの

なさが著しかったり，術動的な行動があったりした場合

には脳障害を疑って訓練時には特に訓練内容や接し方に

注意を払った。手先や体全体の動作の不器用さが目立つ

場合，特に知覚運動機能の訓練を重要なカリキュラムと

考えた。指先を使って書いたり，ち ぎづたりすることか

ら，平均台，狭い空間の通り抜けなどを行った。

　脳障害を疑われる幼児の中で脳波検査の結果， 異常が

あり投薬中め子供が3人，また脳波には表れないがひど

く不蹄用であったり，落ち新きがなく衝動的な行為が目

立ち，動きまわるような子供は4人であった。

　これらのような各幼児の特徴を考慮し，認知能力を中

心として新しい経験をさせて興味め範囲を広げるように

訓練を行った。

5　結果及び考察

　1昭和47年L月力』ら49年3月までの被言川練幼児壱ま約30名

ほどであったが、その中には2～3カ月の短期間で訓練

中止どしたケース（就学の時期が来てしまった窮引越

し慶理由不明等）や半年～1年位の訓練を受け，続けて

来所め予定であったが，中断されてし まい再検査できな

かったケース（母親の病気や就学のため等）があり，そ

れらば除外し合計20名について結果の報告を行いたい。

母親の主訴

鳳と傭し合い購r舳な余裕があま味く・，うま

くいったとはいえないが，特に子供に対する要求が高過

ぎて圧力となっているような場合や母親に問題を感じら

れる場合は，別にカウセリングを行ったケースもある。

　訓練開始時の主訴は， 「幼稚園で先生の説明が他の子

のように理解できないらしく，他の子のやるのを見てか

ら奥似してやっている」　「幼稚園では家庭での態度と違

いおどおどしている」　「折り紙などいくら教えてもなか

なか覚えない」　「落ちつきがない』　「このままでは小学

校ではっいていけないから今のうちに何とかするように

先生にいわれたj等であり，年長緯となり就学を考えて

不安である，という訴えが多かった。ただし家ではそれ

ほど困ることもないが……ということを併せて訴えてい

た。

　このような母親の主訴を考慮に入れて各幼児を観察し

た結果，単に知的能力の向上だけを目的とせず，まず伸

び伸びとさせること，次に興味のある課題にじっくり取

り組むという経験をさせ，徐々に興味を広げていくとい

う指導の方向性を加えた。

　各幼児の能力その他による様々な違いはあるが，第1　，

表におけるようなことを行った。

第1表の・「例Jは訓練内容の一部を記したが訓練を行

った範囲のことは大体記入した。この衷によると，認知

機能が一番多く様々な角度から劃練されている。記憶や

拡倣的思考も方法によっては，訓練が可能と思われる。

この第1表は対象幼児全部に行ったことをまとめ分類し

たものである。

　被訓練幼児の結果は第H表の通りである♀ （第耳表）

　調練期問は，4月に訓練を開始した幼児はnん12カ月’

であり，また年中経の途中から始めて卒園までの工2ヵ月

以上続いたケースや，小学校入学後も続げている、ケrス

また小学校入学時に開始したケースもある。継続のケー・

スは49年3月時点で検査を行い効果を調べた。

　鈴木ビネー検査および知能判定検査は，、訓練開始時と

終了時を比較した。長期問に渡って訓練を続けている・も

のは，半年もしくは1年経った時にも検査を行らている

が，今回はそこまで整理できなかった。乳幼児検査はビ

ネー検査ができない場合に主に使用したが，参考のため

に施行した場合もある。ベンダー検査は主に脳陳害の疑

われる場合使用した。これは得点の商いほど障害の程度

の強さを表すことになるので，低い得点となってレ、るこ

とによって効果が上っていると推測される。“WPPSY”

および“WISC”は参考めために行ったが，“WISC”の

場合，短時間内にできれば得点が追加されるという謀題

が動作性検査の中に多いために他の検査では測定できな

い能力を把えられる特徴があった。

　ビネー検査と知能判定検査，ベンダー・ゲシクルト・

一356一

『



レ

第1表
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例

認　　　知C（》gnitlon 図　　　形
Figura1）

①単位（units） 部分の消えた図φ文字が何をか考える
線を鉛筆でうめる　　ぬり絵

②分類（classes）　　　　　　　㌧ はめこみ板　　大小箱に同じ大きさの紙を分類する

③関係（relatbns） 絵合せ（動物，人物）

④体系（systems）． 迷路　　色玉つなぎを例と同じように並べる
ひも通しを例と同じようにする

⑤変形 折り紙（途中の折り方を考える）
（transformatiQns）

⑤含意
implicatioηs）

記　　　号
Symbolic）

①単位 数字に応じて1～10まで樺を並べる
イコロを使ったすごろくゲーム

②分類 色の分類トランプ（記号の分類）

③関係 文字を並べる（図を用いて）

④体系 響滲1二楚21彰＝耀灘1

⑤変形 相違点をいう（砂糖と塩）

概　　　念 ①単位 絵カードの物の名をいう
（Se再a馳tic）

②分類 絵の分類（水峯飲む時使う物を集めるetcウ

③関係 言語の指示で絵図を捜す2っの言葉をっなぐ　　まるい一時計　　赤い一帽子了

記　　　憶 図　　　形 ①単位』 絵カードの記憶　　書葉の意味の記憶
MemQry

④体系 場所の記憶

記　　　号 ①単位 数唱

④体系 トランプを使い神経衰弱

概　　　念 ①単位 物の用途の記憶

④体系 文の記憶

拡散的生産 図　　　形 ②分類 1仲融鋤る
思考D互vergent

roductiQn
記　　

　念

　③関係 1しり取り遊び
r一する例を考える（動くもの， 甘いもの）

1同柵　反鞭
醗鰻藷，productiQn 概　　　念 』②分類

関係

絵を与え何の仲問か考えさせる

対類推（砂糖は甘い，塩は？、）

評　　　価 図　　　形． ①単位 視覚的に考える重さの比較その他の比較
EvaLuatiQn、 ③関係 色玉並べ・ひも通し（模倣）

記　　　号 ①単位 数の比較

概　　　念 ④体系 絵の中の足りない部分を捜す

知覚運動機能 目と手の協応運動 切り紙　　ひも通し　　ブ巨ック　　粘土　魚っり
さい玉を扱う　　おはじき　　ちぎり紙ド
フインガーペインティング、etc，

全身の運動 平均台　　跳躍　　線上を歩く ’ボール投げr
い所を通り抜ける　　できるだけゆっくり．歩ぐ’ ・・

tc・・＝

拡散的生産
思考
D互vergentproductiQn

醗鰻藷，
productiQn

評　　　価
EvaLuatiQn、

知覚運動機能
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第皿衷

期　問
鈴木ビネー検査 1 知能判定検査
前 後 効矧 前 後 効　　　果

1．S，C． 12十10
81 97

十16 V60P50T55 V82P104T93 V＋22P＋54
十38

2．Y．Y． 12→ト3 75 82
十7 V47P93T70 V62P78T70 V十15P－15

　O

3．O．T． 12十3
88 108

十20・ V95P93’T94、 V工12P117114．5
V十17P＋24
十20．5

4，Y．N．
12 99 95

一4

5．M．T．
12 71 80

十9 V78P67T72．5 V95P74T84．5 V十工7P十7十工2

6，H，1．
11 72 72 0 V67P59T63

V54P47T50，5 V－13P＿12－12．5

7．T，Y．
11 85 90

十5 V69P103T86 V95P95T95 V十26P－8
十9

8．H．H．
11 79 85

十6 V75P86T80．5

9．C．T．
11 108 116

÷8
V95P130
112．5

V122P111
工16。5

V十27P－19
十4

10．H．T．
11 98 123

十25
V100P113
工06

V131P工20125 V十3工P十7
十19

11，H．N．
10

不能 不能 不　　能 不　　能

12，K．Y．
10 72 83

十11

13，M．K． 9 83 104
十21 V82P86T84 V118P82T100 V十36P－4

十16

14，N，Y． 9 52 66
→ト14 V62P50T56

15，K．S． 7 83 95
十12 V80P72T76 V84P84T84 V十4P十6

十8

16．M．O． 6 79 83
十4 V70Pユ00T85

17．Y，K． 7 104 103
一1
V96P101
98，5

V91P109T100 V－5P十8
十1．5

18．Y．U． 5 98 116
十18
V115P115
115

V121P115
118 V＋6P　OT＋3

19．H．H． 5 103 109
十6
V93P124
108

V110P116
113

20．R．H， 4 92 91
一1

テストで測定した訓練効果の平均は第皿表によるように

なる。ビネー検査の出来たもの19名による平均上昇I　Q

は9，05であり，M；Aでは半年位の向上ということにな

る。また知能判定検査でもほぼ同様に9，23のI　Q上昇

が得られた。ベンダー・ゲシタルトテストでは4・4点の

上昇が見られた。

　訓練期間がまちまちなのでそれにしたがって考えてみ

ると，第IV表のようになり，15カ月以上行った楊合，ビ

ネー検査で14点・知能判定検査で15点と一番効果が上っ

ているが・11～Mカ月の効果は他と比較して一番低

い。このように大体訓練の効果を上げることができた

が・訓練効果が見られなかったケースについて，個別的

に取り上げてみる。第H衷を見ると7入中著しく伸びた

者は1名いる。効果のほとんどなかったものが2名い

るo　No．6のH．Lに関しては別記の報告を参照された

いが，No．4Y，N・は脳障害を疑われる子供で同時に母

第1肛表　各検査の上昇指数および上昇得点の平均

鈴木ビネー検査

知能判定
　　査

ベンダー
シタル
テスト

人数（N）
均上昇IQ・得点

　δ

　19名

・05（IQ）

．95

　13

、23（IQ）

工．70

　7

・4（得点）

1

7＝0．89

親があまり子供好きでなく，扱い方にも問題があった。

3歳位から年に1～2回相談室へ来所してきていた。能

力的には，動作性の課題にはかなり進んだ面を見せ，言

雛の課題や指示に対しては1じっくりと落ちついて考

えることができないという而を見せていた。また継続の

予定であったのが，小学校入学により一方的に来所が途

絶え，知能判定検査は行えなかった。
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乳幼児検査
t卜 ベンダー・

ルト・テスト
ゲシ 1

そ　　の 他
備　　　　考

前 後 効果II 前 後 効　一 前 後

雛
97
十13

14 9 十5　・

75 ISC　P88一→P89 言語障害EEG異常

WISC　V89P117T107

多動

79
　ISC　V64　　　　　　－P93T75

→V88P90T88 夜尿
13 9 十4

▼

15 8 →ト7

百PSY V12＄P123
V90P103T95一→T128

53 59
一1

25 23
十2 EEG異常

48 62
十14

12 8 十4 吃音

（93） （94） （＋工） 　PPSY
84P69T72一→V93P80T84

構音不明瞭6不盤用

23 18
十5 チック・EEG異常

23 19
十4 織

檎音障害

　PPSY73P101T34一 →V94P103T98

ISC　V105P132T121

』
チック

　7カ月～10カ月の問の幼児では，ほとんどの幼児が好

しい状態へ変化している。No・17Y・K・はビネーテス

トおよび知能判定検査では効果が見られないが，WPP

SYテストにおいてはIQ84→IQ98と効果が測定され
ており，言語性能力に向上が見られている。しかし知能

判定検査では動作性能力の方に向上がみられる。これは

検査の内容が異るためかと思われるが，討II練中では積極

性は増したが根気がなく興味に片寄りが見られた。かな

り高度なゲ←ム（チェッカー）を好み，ruleを良く解

してTを相手に堂々と戦うような面があった。同時に言

藷的な問いかけに対してはすぐ「わからない」というこ

乏が多かった。母親は教育熱心ではあ り，幼稚園でも積

極的になうてきたといわれて喜こんでいたがジたし算な

どこの子にとっては難し過ぎると思われることを教えこ

もうとして意欲を失わせる結果となっていた。

　訓練期間5カ月以下の揚合では， はっぎりした効果は

現われないようであるが，No・19は訓練中は課題を良

くこなし，勝気で粘り強く取り組んでいた。また，動作

性の課題は素早く行い時間の観念もかなり出来てお弘

「どのぐらいかかったか？」というようなことを気にす

る。そういらたこの子の特徴はビネー検査よりもジ時問

により得点が加算されていく課題の多いW　I　S　Cにより

表わされていると思う。ただし開始時にはWI　S　Cを行

わなかったので効果の含まれた指数であるかどうかは雷

明できない。

．知能判定検査においても，期間との関係は同様のI　Q

の上昇を示している。No，2Y・Y・は訓練開始時は小学

校入学の2カ月ほど前であった。言葉が不明瞭で助飼歩

ほとんどないが，こちらの指示は理解できるとい う状態

であった。運動能力は劣り手先は不盟用で，平均台等と

ても不得手であ 6たが，動作性の能力は言語性能力に比

べる と大分よかづ鶴知能判定検査においでは言膳性能
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第W褒　訓練期問と各検査の上昇指数および上昇得点

期　問

鈴木ビネー検査 i 知能判定検査 ベンダーゲシ
ノレトテスト

人釧緯島餌 δ 1人数勝鱗 1δ 1人数瞬辮
1

I　　　　　　　　　　　I 1　　　　　　　0 1

15カ月以上 3 14，33 5．43 3 工9 15．52 1

11カ月～14カ月 7 7．0 8．49 5 5．70 10，30 2

6カ月～10カ月 6 10．17 7．06 3 8．5 5．93 4

5ヵ月以下 3 7．67 7．85 2 4 1，0

5

5．5

3，85

第V表　開始時の能力と各検査の上昇指数（I　Q） 第W衰　作業態度の変化

開始
の　能力

鈴木ビネー検査 1知能判 定
　　　M
数上昇I　Q
　の平均

δ 人嚇畢昂 δ

100以上　3　4．33　3．86　3　3，50　　1．75

86～99　　　　5　　　　11．6　　　11．78　　　3　　　12．67　　　　7．59

72～85　 9　9，11　6．15　7　10，21　29．48

71以下　　2　11，50　　1，0

　カは伸びたが，動作性検査では前回と同じ得点しか取れ

　なかったため結果的には下ってしまった。

　　開始時の能力と訓練後の各検査の上昇I　Qとの関係は

F　第W表のごとくである。これを見ると開始時にすでにI

　Qが斗00以上の子供が3人いる。これらはビネーテスト

　では普通の能力を発揮しているが，年齢よ堕も幼い感じ

　を受け課題には消極的であったり，幼稚園では他児にも

　う一歩遅れているといわれた。という主訴により訓練を

　始めた。

　　第V表を見ると72～85・86～99の間の場合が，今回の

　整理の結果ではよく伸ぴている。これは丁度この訓練の，

　内容や課題が，この位のカを持つ子供を対象として計画

　されたものなので，この研究の効果が現われてきている

　と考えられる。また，71以下の幼児に対してもかなりの

　効果があったケースもあるが人数が少いので今後の分野

　としたい。

　　 事例No，10H，L（女）

　指導年齢7＝2～8：0

　家族構成　父 （6D歳）会祉役員　1白制中学卒

　　　　　母（45歳）　　　　　旧制高女卒

　　．父の会社は，長野県にあり，週3同程しか父と生活を

4．00

3，00

2，00

1，40

玉．oo

　　　　　　　　　　　　　　　一…訓練後
　　　　　　　　　　　　　　　『訓練前
3・253．2
ひー嚇r、嘔3，1

　　　＼廼鰻2．752，8，2，8　 弾．暢2．S7
　　　　2ド75　　、一一一・・曹齪冒”へ、2甲65　♂
　2．7　　　　　　　　　　　　2・75　2，6に　　　、、r　

／

2，6　　　　　　　　 2．4　　　　　　　　　　　　　　　　　 、》

　　　　　　　　　　　　　　　2．5
　　　　　　2．212・3’2瀞　　　　2．22・3
　　　　　　　　　　2・1　2．05

　　　　　　　　　　　　　　　1．8

L友郊三2・t励性　3、注意ブ」　4，理解プ」5．全体

イロノ、イロノ、イロハイ’ロノ、

共にすることはできない。

　生育歴　父53歳，母38歳時の高年齢出産である。妊娠

1カ月にトリコマイシンを服用し，予定日よリ16日早い

バキューム法を用いた異常出産であった。生下時体重は

3，840g，栄養は人工である。発育は，首のすわりが5

カ月，おすわりが1年，一人歩きが2年7カ月で，身体

面で大きな遅れが目立ち，また言葉の方でも1年で「マ

ー」はいったが，その後の発達は遅れている。

　既往症，4カ月目に吐乳し，入院したり，アレルギー

気管支炎をよく起こした。E　EGはいまだみていないが

外反足がみられる。

　本児は2歳時から来所しており，知能指数は2歳時

（乳幼児）64，3歳時（乳幼児）75，5歳時（ビネー）

76，7歳時（ビネー）72と変化している。

　本児は脳障害を伴った遅滞ということで，本指導にま

わされてきた。最初の関係は，親しみ深く，楽しそうに

いっもセラピストに何かを話しながら，課題にと りくん

でいた。ただその話し方は，一方通行のごとが多く，同

じテーマで話しが続くことは，少なかった。また非常に
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手のカが弱く，不器用であり，物を正確にとらえられな

い認知障害が，あらゆる課題でみられた。例えば，颪線

と曲線の区別力弐はっきりしなかった弘全体の形をとら

えられないことがしばしばだった。また全身運動の面で

も劣っており，ケンケンやマリツキなどなかなかうまく

やれなかったので，体操教室に通わせてはどうかという

相談も受けたこと力監ある。

　指導は，これ勝不十分な点を補うため，線をたどらせ

たり，絵を組み合せたり・切り紙をさせたりなど認知力

や手先の運動能力を養うことを重点においたが・本児の

やりたがったのは，自由遊ぴ的なものが多く，吟まだ前

段階の遊ぴが十分消化されていないと感じたので，動機

が低下しない程度に，コントロールしながら課題を与え

ていφた。その結果，鈴木ビネーテストで指導前後の指

数の変化は示さず，知能判定テストで一12・5の低下を示

　した。ただこの結果を詳細に検討すると，指導後の結果

　は，運動能力の面で前回より劣っているため，こんな結

果が出たと考えられ，LeveL－1の基礎能力は養なわれ

　ていた。なお社会性の面では，今まであまり知らなかっ

　た，いろんな遊び方を知ったことで，友逮とよく遊べる

　ようになったとか，いろんな面で自信が持てるようにな

　り，集団に自分から積極的に参加するようになったなど

が母親から報告されている。　　，（萩原記）

　　態度の変化に関しては，第臓のようである・これは

　各幼児の担当者がビネーテスト中の観察記録よリチェッ

　クしたものの平均であるo

　　母親の報告では，徐々に積極性が出てきて幼稚園では

　活発になった。様々なことに興味を持ち出し「何？』と

　か「どうして？』と開いてくれるようになった。また，

　今まで親の言うなりに動いていた歩反抗して自分の意見

　をいうこともある。というようなこと力監多かった。

　　態度の測定は，牛島の日本総合愛育研究所紀要第8

　集“育児態度と子どもの性格との関係”の中の子供の作

　業態度のスケールを使用した。

　　　子供の作業態度

　　1，友交性

　　　イ検査臨ん巌即雛145
　　　　　　　　　否定的l　l　l　l1社交的
　　　　　　　　（人みしり）
　　　ロ　検査経過中の態度：
　　　　　　　　　否定的l　l　l　l　i友交的

　　　ハ　作業中の態度（熱心さ）＝
　　　　　　　　　　無欲1－H－H　熱心

　　2．協力性
’　イ協力する態度；
　　　　　　　うつりやすいH－H－1一定した協力

　　　　　　態度

　ロ　検査者への注意力＝

　　　　　　注意敵漫l　l　l　l　I注意十分

　ハ　検査者の指示に従うか：
　　　自分かってにやる1－H－H　指示通りやる

3　注意力
　イ　外界からの妨害により＝
　　　　　　気が敵るi　l　l　l　l集中

　ロ　持続性；
　　　　　飽きっぽいl　l　l　l　l持続性大

　ノ・連想：　飛畷的H－H→F制約的（的にあ
　　　　　　　　　　　　　　　たってる）

4　理解力
　イ　作業ののみこみ＝
　　　　　　　　遅い1 1111速い
　ロ　言語による応答：
　　　　　　　不明瞭1111i明瞭

・’実行霧替じ酬＋H勘系統的（繊的）

第W表によると全体的には開始時に普通よりやや劣っ

ていた態度がほぼ普通の所まで向上している。特に向上

したのは，2，ロ検査者への注意，3・ロ持続性，4・イ作業

ののみこみ，4．・言謙こよる応答においてである・

　課題中心の訓練なので言藷的指示が多く刺漂になった

と思う．また集勅や持続性は課題に対する時最も必

要なものとして指灘繍をつけた・しか億欲や餅

力・忍耐力の弱さが，子供なりにももう一歩克服出来れ

ば・…一と思われる場合が多い。それは学習課題だけでな

く遊びに対してすらも熱中や意欲に欠けていると訓練開

始時に甑えた母親がいることを考え合せても重大な課題

だと考えられる。

　ま　と　め

　われわれの行ったこの研究では，適当な訓練を行うこ

とにより普通より遅れている未就学幼児を就学時までに

は，かなりよい状態に持って行くことができると湾えら

れる。現在では鈴木ビネーテストによりI　Qにして平均

“10”の向上を得られたが，この伸びた幼児達がどのよ

うな発達経過をたどるのか？　またどのような幼児にど

のような訓練が最も適しているのか？　どの位の訓練期

間が最適か？　等と残されている問題が多い。

　参考文献
」，P．Gui旦ford；　The　nature　of　Human　inte里里igence

　（McGrow・Hill　Book　Company，New　York）

Newell　C　Kephart，James　B．Eberso亙e：Steps　to

　achievement　for　the　slow　leamer
　（Charles　E，M［erri1L　Publishing　Company）

M．モンテッソーリ著鼓常良訳：「子供の発見』「子ど

　もの心』　「幼児の秘密」国土社
M．パインズ著平野一郎・小泉正美・加藤幸次共著＝幼

　児学習革命　黎明誉房

＿361一


